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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、国内外の先進的な事例の調査を通して、複式学級における教育方
法が次世代教育推進のための好条件であることを明らかにし、その教育効果を高めるためのカリキュラム、教室
環境、教材、指導方法などの条件を、国際比較を通じて整理することである。
本研究を通じて、今後増加が予想される複式学級において、積極的な教育方法として位置づけられる教育理論・
指導方法を日本の教育現場に提案できると考えられる。
　本報告は、日本国内のへき地・小規模校をはじめ、フィンランド、オランダ、ニュージーランド、アメリカの
学校をフィールドとして、国際的な視点からの比較研究を行ったものである。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify from a survey of advanced in Japan 
and overseas cases that educational methods in multi-grade classe are favorable conditions for 
promoting next-generation education, and to organize conditions for enhancing the educational 
effects of such methods, including curriculum, classroom environment, teaching materials, and 
teaching methods, through international comparisons. 
Through this research, we believe that we can propose to the Japanese educational field an 
educational theory and instructional method that will position in multi-grade classes, which are 
expected to increase in the future, as a positive educational method. This report is a comparative 
study from an international perspective, using schools in remote areas and small schools in Japan as
 well as schools in Finland, the Netherlands, New Zealand, and the United States as field sites.

研究分野： 教育方法学　教師教育学

キーワード： 異学年混合方式　複式学級　へき地校の授業　小規模校の教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果として、学術的には国際社会において学校統廃合の教育政策を概観した上で、従来は解消されるべ
き学習形態とされてきた複式学級に対して、異学年混合方式による利点をあきらかにし、その積極的な側面を報
告することができた。
また、社会的意義としては、今後ますます増加することが予想される地方の小規模校・少人数学級において、一
斉授業型とは異なる個別最適な学びを重視した学習方法を、一人ひとりの自己学習能力を高める方向で授業方法
を具体的にコーチングすることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

少子・人口減少社会が進行する中、農山漁村の小規模校を中心に学校統廃合が進んでいるが、

すでに町村に唯一の学校となった統合校では、それ以上の少子化は複数学年の子どもを一つの

学級に編制する「複式学級」方式を採用することになる。日本の将来推計人口（国立社会保障・

人口問題研究所：2012 年 1 月推計）では、約 30 年後に１億人を下回り、学齢人口は現在の 3 分

の 2 に減少するという。20 年後には地方の過疎地のみならず、全域的に複式学級が誕生するこ

とが予想される。しかし、これまでの日本の学校教育では、複式学級は「教師の授業準備が増え

るにもかかわらず学習効率が悪い」という理由で避けられる傾向にあったが、それは理解度も興

味・関心も異なる子どもたちに教師が一斉画一的に“教える”ことを前提にした場合のことであ

って、子どもが自律的に学んでいける力を育む次世代型の学習スタイルを構想する場合は、複式

学級の在り方はなんらデメリットにはならない。 

異学年混合学級による教育効果を追究した研究として、Gaustad(1996)はそれぞれの子どもに

意味ある刺激がもたらされる事実を指摘し、Ruiting 他(2009)は異学年混合学級の長所と短所を

考察した上で個人差・能力差に対応する指導の要件を指摘し、Matthew(2014)は異年齢集団の協

働的な学習により感情的な成長のみならずアカデミックな能力の向上にもプラスに作用したこ

とを示した。ただし、具体的な教育内容に即した実証的研究は今後の課題である。 

一方、日本国内の先行研究は実践報告の水準にとどまり、「わたり」「ずらし」などの指導法の開

発として取り組まれるケースが多く、複式学級による教育効果についてエビデンスを伴ったア

カデミックな研究は見当たらない。そこで、本研究は異学年混合学級の 5 ヵ国の調査地の教育

実践を比較考察し、学年を超えて学び合う教育形態の利点を抽出する新たな調査研究を行うこ

とにした。すなわち、問題解決の方法として、教師による一斉指導ではなく、一人ひとりの子ど

もが自律的に学ぶ学習方法を採用することで、複数の学年が混在する学習集団の利点を明らか

にすることができると考えた。 

 

２．研究の目的 

 
 【問題の所在】                  【解決策】 
① 日本では一般の人も教育関係者も         ①異学年混合学級による教育効果 

複式学校では十分な教育が受けら          を海外の先進事例から説明する。 
れないという固定観念がある。   少子・人口減少 ②従来の授業スタイルのまま教員を 

② 自治体は複式学級を解消するため          補充するのではなく、次世代型の 
に乏しい教育予算から追加支出を 対応に限界     自律的学習に向けて人と環境整備 
行い人員を補充している。             のための予算を振り分ける。 

 

 

本研究の目的は、異学年混合学級での教育方法が次世代型教育を推進していく上で好条件で

あることを海外の先進事例の調査より明らかにするとともに、その教育効果を高めるためのカ

リキュラムのあり方や教室環境、教材、指導方法等の条件を、学校における授業実践の国際比較

により整理することである。 

日本では多くの場合、へき地・小規模校における児童・生徒数の減少にともなって複式学級で

の指導もしくは学校統廃合が進行するが、学校生活において同学年ごとの単位で生活し続ける

メリット以上に、異学年混合型の生活集団・学習集団での学びが、個人にとっても学級集団にと

っても教育的に好影響があることをあきらかにする研究である。 



３．研究の方法 

 

 

 

 

 

 

本研究は、研究代表の伏木が統括し、比較教育学の立場から林が政策分析を行い、吉野

がオーストラリアへ、坂田がオランダへ、米国のうち市川が北米へ、山辺がハワイ州へ、

そして伏木がニュージーランドとフィンランドへそれぞれフィールドワークを担当した。 

各国へのフィールドワークと教員等へのインタビューを通して、異学年混合方式を採用

する社会的・経済的背景や教育政策上の議論を踏まえた最新動向をリサーチした。それと

同時に、日本国内で異学年混合方式を取り入れている学校にも取材に出向き、海外の事情

との相違点に着目した聴き取り調査を行った。 

なお、本プロジェクトは、2017（平成 29）年度からスタートし、2020（令和 2）年度ま

での 4ヶ年計画の国際比較調査であったが、2020 年度からコロナ禍で海外出張ができない

まま、計画を変更せざるを得なくなり、繰り越し（翌債）承認を繰り返して、最終的には

2022（令和 4）年度末の 2023 年 3 月に本研究を終了することとした。 

 

４．研究成果 

（１）活動の概要 

本研究の成果は、研究グループメンバーが所属する複数の学会にて研究発表するとともに

フォーラム等を開催し，異学年混合方式による教育実践の実情に関する国際的動向を、広

く情報提供するとともに、「同調圧力」「横並び」「多様性への不寛容」といった日本的学

校教育の負の側面を解消するための手立てを示唆することができた。 

具体的には、複式学級を避けて学校運営をする傾向が強い日本の教育関係者向けに、異

学年混合学級の先進的な実践事例を紹介し、エビデンスを伴った教育効果の説明を行う機

会を設けた。また，教員向けのマルチエイジクラス・ワークショップⅠ（２年次）および

同ワークショップⅡ（３年次）を企画・開催し、少人数学級での指導場面を想定した授業

設計や環境構成を事例紹介したり，少人数ならではの授業方法を紹介したりするワークシ

ョップ形式の演習を行う研修講座等を開講した。 

さらに，フィンランドのへき地エリアの教育長経験者（Dr. Taina Peltonen）を日本に

招聘し,フィンランドにおける小規模校の教育実践について学ぶ「フィンランド教育セミ

ナー」を企画し、松本（信州大学）と東京（順天堂大学）と京都（京都）を会場に多くの

参加者に研究成果の一部を紹介できた。これにより，フィンランドの小規模校と長野県内

の小規模校における複式学級の実情との共通点と相違点を考えつつ、わが国の少子・人口

減少社会に求められる次世代型の教育を展望する議論が深まった。すなわち、今後増加が

予想される複式学級に対して、積極的な教育方法として位置づける教育理論と指導方法を

日本の教育現場に合う形で提案する契機となった。 

研究統括 
【伏木】 

オーストラリア
【吉野】 

オランダ 
【坂田】 

アメリカ 
【市川・山辺】

ニュージーランド 
【伏木】 

政策分析 
【林】 

カリキュラム
【伏木】 

フィンランド 
【伏木】 

◎研究協力者 
※ 海 外 の 調 査

校のフィール
ドより 



本研究プロジェクトの前半はこちらがフィンランドの研究者のフィールドを訪問し、現

地で意見交換してきたが、後半はフィンランドの研究協力者を日本に招き、中山間地（長

野県内の南信及び中信地方）の小規模校を案内し、日本の教育的風土と教育環境を実際に

視察していただいた上で議論を深めたところ、日本の教育現場の複雑さと「善さ」を共通

理解でき、日本に合ったシステムの再構築を検討していくことの重要性を共有できた。 

これらは，少子・人口減少社会が進む中での教育政策・カリキュラム・授業の諸側面から「異

学年混合学級」の意義を参加者に理解してもらう場を提供することにもなり，学校統廃合がすす

む過疎地域の教育に新たな視点から光を当てることに貢献した。 

 

（２）異学年混合学級をめぐる世界の動向 

 異学年混合授業は世界の多くの教育システムで行われている。異学年混合学級は近年増加傾

向にあり、教員不足対応のオプションとしてだけでなく、教育効果の面でも注目される。異学年

混合学級は一人の教員が複数の学年によって構成される学級の責任を持つ学級を指し(Knight 

1938, Mason & Burns 1997, Mason & Doepner 1998, Mason & Good 1998, Russell, Rowe, & 

Hill 1998, Veenman 1995)、異年齢混成学級とは区別される(Mulryan-Kyne, 2007)。 

 教育史から見ると、異学年混合学級はユニークな存在と言える。北米においては、産業革命と

大規模な都市化が起こるまでは単級学校(one room school house)が一般的で、異学年混合学級

が優位だった。英国でモニトリアルシステムが開発されると、1800 年頃から年齢と学年による

学級が編成されるようになっていった。学年に応じた教科書や授業が用意され、学年ごとに教え

ることを前提とした教員養成や学校組織が作られていった。単学年編成は多くの生徒を一斉に

教えるために開発されたもので、同じ学年の子供たちは同じ発達段階にあることが想定され、生

徒一人一人のニーズに応じられないと批判された(Thomas and Shaw 1992, Miller 1989)。こう

した歴史的な展開を経てもなお、異学年混合学級は北米や欧州、アフリカや東南アジア等、世界

各地で重要な機能を果たしている。また、最近では学力や非認知能力に対する関心を背景に、異

学年混合学級の効果が注目されている。 

【異学年混合学級の広まり】 

 アフリカや東南アジア等の途上国では、国連による「万人のための教育(Education for All)」

事業により多くの学校が建設され、とりわけ農村部において教員不足が深刻な状況となってい

る。この状況を補うために、在籍教員が 1人の学校(one teacher school)や異学年混合学級が運

営されている。表 1.は UNESCO がまとめたアフリカ諸国における異学年混合学級のデータであ

る。UNESCO ではこのような環境で質の高い教育を提供するために、異学年混合授業に関する研

修を各地で提供している (eg. UNESCO 2015)。 

【異学年混合学級の教育効果】 

先行研究によると、異学年混合学級は単学年学級よりも指導が難しいが、教育効果は単学年学

級と優劣がないとされる。異学年混合学級と単学年学級との認知能力及び非認知能力に与える

効果に関する研究をメタ分析した Mason & Burns (1997)と Veenman (1995, 1996)では、優位差

が見られなかった。また、イギリスにおける PRISM 研究では、異学年混合学級の授業は高くもな

りえるが、理想的な状況であることはまれで、小規模学級の利点を最大限生かせていないと結論

付けられた。SCENE プロジェクト(ESG Small Schools Curriculum Enhancement Programme)にお

いても同様の結論が見られる。 

 イギリスの小学校を大規模に観察した ORACLE 研究では、単学年学級の教員との間で一斉授業

が強調されすぎていて、カリキュラムや時間、指導法の差別化が不十分であることが見いだされ



た (Galton, Simon & Croll, 1980)。この研究から 20年後に行われた追調査では、努力の割に、

授業実践がほとんど変わっていないことが明らかになった(Galton, Hargreaves, Comber, Wall 

and Pell, 1999)。 

 これらの先行研究から、Mulryan-Kyne (2007)は、異学年混合学級と単学年学級は差異よりも

類似点の方が多いことは明らかだとしている。 

 Rambaran et al. (2019)はオランダの小学校で単学年学級と異学年混合学級の違いといじめ

の相関を調査した。この調査では、異学年混合学級を行政的理由によるものと教育的理由による

ものに分けており、同級生からの暴力やいじめの発生は単学年学級と行政的理由による異学年

混合学級では差がなかったが、教育的理由による異学年混合学級では少なかった。 

 

表 1. 異学年混合学級に在籍する生徒の割合 

国 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 

ベナン 
  

6.1  
  

27.4  
  

ブルキナファソ 
 

10.8  9.8  11.2  8.1  7.8  6.4  
 

中央アフリカ 
  

29.5  39.2  
    

コートジボワール 
   

0.3  4.8  5.4  10.0  
 

コンゴ共和国 
 

32.1  
 

26.2  
    

コモロ 
   

1.9  1.6  
   

カーボヴェルデ 6.7  6.1  6.5  6.3  6.2  6.3  6.9  
 

ジブチ 5.1  
 

3.8  4.5  
 

3.8  4.7  5.6  

アルジェリア 
   

1.3  0.6  0.4  0.4  
 

エジプト 
     

1.0  
  

ギニア 
 

5.6  9.6  11.7  11.5  12.5  
  

ガンビア 
  

2.8  
 

2.9  3.1  2.2  1.6  

モロッコ 
   

17.0  17.2  17.1  15.3  
 

マダガスカル 33.7  28.4  31.7  33.1  33.2  32.2  31.9  
 

マリ 
 

18.2  24.6  21.0  
    

モーリタニア 
  

43.9  44.5  44.3  42.8  37.8  
 

ナミビア 
 

2.9  
 

1.7  
    

ニジェール 
 

16.5  18.0  17.4  16.1  13.4  16.6  
 

UNESCO, UIS.AFR.ECP.MG.1.PU (最終更新日 2019 年 12 月 10日)より作成 

 

学習指導を捉え直してみると、日本の一般的な授業方法は、一人ひとりの子どもに丁寧に対応す

る点は優れているけれども、子どもたちに主体的な選択や学びの主導権が与えられる場面が少

なく、教師が入念な準備をして敷いたレールの上をハイピッチで横並びに進度をそろえながら

進んでいくというイメージの授業が多いという傾向がある。これからの時代における学習方法

は、集団を一様に扱う一斉画一型の指導よりも、一人ひとりに学びの主導権を与え、子どもが自

ら自律的に学ぶスタイルを重視していくことが求められよう。今回の国際比較調査研究がその

ための具体的な教育方法を提言することができたように思う。 

本研究の成果は書籍にて別に公表したい。 

（３）今後に向けて 

異学年混合方式

（複式学級）の条件

下で展開される学習

方法には国により

様々なパターンがみ

られる。それは、特定

の教科に限定した異

学年混合になる場合

もあれば、学校生活

全般で異学年のユニ

ットを単位にする場

合もあるし、子ども

の学びやすさを優先

する立場と、教師の

教えやすさを工夫す

る立場に区分けする

こともできよう。 

海外の調査国との

比較の中で、日本の

異学年混合学級での 
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